
探求型学習プログラム
『BFF・カレッジ』

【問い合わせ先・開催場所】
⼀般社団法⼈Bridge for Fukushima（福島県福島市五⽉町2­22）※福島駅東⼝から徒歩８分
Tel&Fax：024-503-9069
mail：info@bridgeforfukushima.org（担当：くつざわ）

参加者募集
各コース
定員10名
（無料）

⾃分の興味・関⼼のあることに対して、
参加者⾃⾝が主体的に取り組み、探求するプログラムです。
ファシリテーターは参加者の意⾒や事実の深掘りを繰り返し、
メンター（⼤学⽣）は参加者の探求活動のサポートを常時⾏います。

各コース計５回のゼミの中でフィールドワークに⾏ったり、
ディスカッションを⾏ったりしながら、私たちと⼀緒に活動し
探求する楽しみを⾒つけていきましょう！

幼稚園から⾼校卒業までNY在住。慶應義塾⼤学法学部法律学科卒業後、
マッキンゼー・アンド・カンパニー⼊社。その後、東ティモール独⽴後の教育法

作りに従事し、内閣府国際交流事業「世界⻘年の船」運営・乗船。
London School of Economics 社会政策修⼠修了。（株）ベネッセコーポレーション

で学⽣の主体性や21世紀に必要なスキルを引き出し鍛えるための教材・
講座作成。現在はグローバルを含めた多様性を体感する場作り中。

５ヶ国に住み４０ヶ国以上旅してきた。2児の⺟。

教育コース
ファシリテーター：三代 祐⼦（みしろ ゆうこ）

⼤学⽣メンター：東京学芸⼤学 2年 ⼩林 壮
慶應義塾⼤学 1年 渡邉 さや

政治コース
ファシリテーター：⾺場 雄基（ばば ゆうき）

福島市出⾝。慶應義塾⼤学法学部政治学科卒業後、三井住友信託銀⾏に⼊社。
関⻄でリテール事業に従事。地元を離れた中で東⽇本⼤震災後に固定されつつ

ある福島のイメージに危機感を抱いて退社し、松下政経塾に⼊塾。
福島の確固たる⻑期的ビジョンを模索し、共同体としての幸せと未来に繋ぐ

地域経営への挑戦を⾏う。2017年4⽉仲間と共に、One Fukushima（未来の福
島を考える有志によるつながり）を⽴ち上げ、幹事を務める。

⼤学⽣メンター：福島⼤学 2年 丹治 和輝
福島⼤学 2年 冨⼠川 潤樹

第1回
5⽉27⽇（⼟）
13:00~14:30

第1回
5⽉27⽇（⼟）
10:30~12:00

テクノロジーコース
ファシリテーター：菅家 元志（かんけ もとし）

福島県郡⼭市⽣まれ。 慶應義塾⼤学商学部を経て、慶應義塾⼤学⼤学院システムデザイ
ン・ マネジメント研究科修⼠課程修了。 震災後、復興⽀援団体「Link with ふくしま」を

⽴ち上げ、代表を務める。 2013年に地元・郡⼭市で株式会社プレイノベーションを創業し、
「ICTのチカラで⼦どもたちに優しい社会を」ミッションに掲げ、ICTを活⽤した

⼦育て⽀援・教育事業、およびファミリー向けサービスのコンサルティング、
システム開発等を⼿掛ける。

⼤学⽣メンター：東京⼤学 4年 松岡 洸太

【 医療・経済・環境・福島・農業（⾷）のうちから3つのコースを開講予定 】


